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論文審査の要旨

本研究は、現在有病率が増加の一途をたどっている糖尿病の健康関連 QOL に

及ぼす影響に注目した研究であり、特に、初期の糖尿病で自立して生活をされ

ている高齢者糖尿症例に注目している点で、他に例のない独創的な研究である。

対象としては、申請者の所属している地域健康医学講座が実施している高齢

者一般住民を対象にした大規模コホート研究である藤原京スタディーを対象に

している。藤原京スタディー参加登録者をベースラインの HbA1C 値と治療歴よ

り、対象症例を HbA1C5.7 未満の対照群、 HbA1C5.7 以上 6.5% 未満の HbA1C 高

値群、 HbA1C が 6.5% 以上もしくは糖尿と既に診断がくだされている糖尿病群に

分け、その 3群と、登録時に実施された SF-36 を用いた包括的健康関連 QOL の

評価尺度との関係を検討した。 SF 回 36 より求められる身体的側面、精神的側面、

役割/社会的側面の健康感を表す 3つのコンポーネントの各々の得点の下位 25 パ

ーセントタイルを低 QOL 群とし、対照群に対する高 HbA1C 群と糖尿病群のオ

ッズ比を多重ロジスティック回帰分析で算出している。

結果は、糖尿病群の調整オッズ比(調整因子:性、年齢、糖尿病関連疾患の

有無、高血圧・肥満・睡眠障害・視覚障害・聴覚障害、老年症候群の有無)は

身体的側面が 1.4 8(96%CI: 1.18-1.84) と有意に高く、精神的側面や役割/社会的側面

では有意な上昇はみられなかった。高 HbA1C 群では、これら 3 つのコンポーネ

ントとも有意の上昇を認めなかった。糖尿病群におけるサブ解析として、 HbA1C

値の 7.0% の以上と未満、治療方法、擢病期間に関して QOL の身体的側面の低

下はどれも有意差は認められなかった。

本研究の最も重要な知見は、自立している老人で比較的軽症糖尿病症例に

おいても、老年症候群をはじめとする高齢者に特有の既知の QOL 低下因子とは

独立して、身体的側面で QOL の低下が認められることを、大規模コホートを用

いて世界で初めて明らかにしたことであり、有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに地域健康医学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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